








研究目的 

胎児・新生児は感染を受けやすく、感染すると死亡率は高く、感染症の予防と治療は新生

児医療において古くから重要な問題になっている。近年、人工呼吸管理を含むインテンシ

ブケアの合併症としての感染症は新しい問題を提供しており、新たな角度から新生児期・

周産期の感染症を検討する必要があると思われる。そこで、周産期感染予防の立場からみ

た前(早)期破水の管理、新生児細菌感染症の早期診断と治療、NICU における感染予防、子

宮内感染症、新生児中枢神経ウイルス感染症について検討し、対策を立てることが本研究

の目的である。 


